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9月7日

6:50長椅子に横になって過ごされていたご利用者が、てんかん発作を起こし床に転落していま
いました。その際、鼻を強打し多量の出血がありました。気が付いた時には意識がありませんで
したが、10分後に意識が戻っています。看護師、施設長と共にご利用者の様子の確認を行い、
その後、通院しています。診察の結果、骨折の可能性は低く、出血の状態も落ち着いているの
で施設にて様子観察を行い、変化があれば再通院との指示が出ています。

通院後、後見人へ連絡し状況の説明、ご利用者の様子と通院
結果をお知らせしています。翌8日、出血や痛がる様子は見ら
れていません。転倒があった場所は日頃、ご利用者が好んで
過ごされている場所な為、椅子を低いものに変え、椅子付近に
は耐衝撃素材のマットの設置をして落下しても怪我を負わない
ようにしていきます。

あんの里 0

社会福祉法人九曜会・事故報告一覧

報告期間　令和5年9月1日～令和5年9月30日

報告件数 市津学園 0 件 千原厚生園 2 件 たかね園 4 件 こころふる浜野 0 件

10/4に捜索したところ、2階の余暇棚から発見しています。

件

内容報告

発生日 内容概略 対応経過

件 びいどろ 1 件 法人全体 7拠点 0 件

解決

9月27日

就寝前の投薬時、夜勤職員がご利用者を間違えて投薬してしまいました。すぐに誤薬に気付き
口の中を確認するも飲み込んでしまっていました。勤務している上席者へ報告し、上席者より看
護師へ連絡し、指示を仰いでいます。看護師からは処方されている薬の投薬は行わず様子をみ
るようにと指示を受けています。

ご利用者の様子観察を行い翌日以降も変わった様子は見られ
ませんでした。後日、保護者様へ説明と謝罪を行っています。
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済み
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帰園後、後見人に電話連絡を行い、状況の説明と謝罪を行い、
その際に「ご自宅での様子をヘルパーに確認してみます。」との
返答をいただいています。その後、ご本人の状態に変わりはあ
りませんでした。

手をつなぐスポーツの集いに参加した際、昼食前薬と昼食後薬を服用することになっているご利
用者の昼食後薬を服用していただくことを忘れてしまいました。14：00に気が付き、すぐに服用し
ていただいています。

9月28日

9月13日

余暇活動後に使用したハサミを確認したところ、14本なければならないところ13本しかなく、1本
紛失してしまったことに気が付きました。普段からハサミを使用した際はチェック表に記入して確
認を行っていますが、チェック表の未記入、紛失発覚時の未捜索により、10/4まで見つかりませ
んでした。

9月27日

12:00　職員がトイレで転倒しているご利用者を発見し、患部の確認と保冷剤での冷却を行って
います。ご利用者がお一人でトイレに入り排泄を済ませた後、小便器前で滑ってしまい転倒され
たようです。立つことが難しかったため、職員の介助により車いすに移乗していただき、たかね
整形外科への通院をしています。

レントゲン撮影の結果、左足外果部にひびが入っていたことが
判明し、全治１～１カ月半との診断を受けています。ご自宅まで
の送迎を行い、保護者様に直接の謝罪と通院結果の説明を
行っています。

9月28日

手をつなぐスポーツの集いに参加する為、車輌にて現地に到着しました。会場である天台陸上
競技場内の路上で、係の誘導を受けて車輌を発進させた際、車止めのアーチの存在に気が付
かず、車輌の運転席側である右前方部を車止めアーチに接触させ、車止めアーチを倒してしま
いました。乗車していたご利用者4名と職員に怪我などはありませんでした。

誘導係員の方から管理事務所へ連絡を取っていただき、警察
の介入と今後の対応について話をしています。警察到着後に現
場検証を行っています。破損させてしまったアーチについては、
損害保険にて賠償対応していきます。車輌は修理しています。

済み

済み

済み
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手をつなぐスポーツの集いに参加した際、各ご利用者の薬の確認を行っていたところ、ご利用者
1名の投薬を漏らしていたことに気が付き、昼食後に飲むことが出来ませんでした。園で預かっ
ている薬でしたが、連絡帳で当日に持参されると思い込み、出発前の確認時に頓服のみの確認
をなってしまったことが原因です。

主任と管理者に報告し他職員にも内服薬を忘れてしまったこと
を伝えました。送迎の職員より保護者様に報告と謝罪をし、帰
宅後すぐに服薬していただきました。今後はこのような事が起こ
らないようダブルチャックを強化していきます。
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9月11日

入居者１名が以前より両目の眼瞼内反症があり、治療を続けていましたが、　担当医が変更と
なり、主治医との関係性の構築ができず、治療が行えなくなっていました。そのため、紹介状を
書いていただき、眼瞼内反症の治療で瞼を上げる手術をするために入院しています。手術は無
事に終わり、その後、ご自宅へ帰省されています。※千葉市に報告書を提出しています。

ご家族同行のもと、通院を行い、入院手術退院となりました。
ホームに帰宅後も情緒が乱れることもなく生活されています。
今後は、眼科通院を再開し、症状が進行しないように定期通院
等をしていきます。

済み

9月28日


